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※生活保護制度については、平成30年度（４月～９月）の基準額を掲載しています。

－ 44 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

－ 45 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

－ 46 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

－ 47 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

－ 48 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

－ 49 －



編
６
第

う
こ

う
と

が

う
こ

う
と
に

う

く
が
じ

ん

び

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

編
６
第

高う
こ

等う
と

学が

校う
こ

等う
と

入に

う

学く
が

準じ

ん

備び

に
め
た
の

貸
かし

付
つけ

金融機関からの融資（借入）について利子の補給を行います。

貸
かし

付
つけ

京都府が直接生徒に貸付を行う制度で

付貸

76 77
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又は金融機関からの融資（借入）について利子の補給を行います。

貸
かし

付
つけ

京都府が直接生徒に貸付を行う制度で

「同種の資金」の貸付又は給付を受けられる場合は、この制度は受けられません。
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内
ない

容
よう

経済的理由により修学に困難がある学生の方に対して、奨学金を貸与（貸付）します。
▶学力・家計等の基準があります。

対
たい

象
しょう

者
しゃ

高等専門学校へ進学を希望されている中学３年生で、校長の推薦を受けられた方の
うち、日本学生支援機構の選考により採用された方［予約採用］

貸
たい

与
よ

額
がく

１第一種奨学金（無利息）
（１年〜３年）

（４年・５年）
　奨学金を希望する人が、それぞれの状況に応じ必要な金額を借りられるよう、選
択できる貸与月額を増やします（※部分）。また、家計支持者の年収が一定額以上
の方（目安：本人、父、母及び中学生の４人世帯で年収 686 万円を超える場合）は、
各区分の最も高い貸与月額以外の額からの選択となります（太枠部分）。

２第二種奨学金（利息付）

申
しん

 請
せい

 時
じ

 期
き

及
およ

 び
支
し

 給
きゅう

 時
じ

 期
き

高等専門学校入学準備のために

独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほ ん

学
が く

生
せ い

支
し

援
え ん

機
き

構
こ う

奨
しょう

学
が く

金
き ん

 【貸
たい

与
よ

】

進　　学　　先 国　　公　　立 私　　　　　立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

大　　　　　学
45,000 円

51,000 円 54,000 円 64,000 円

40,000 円※ 40,000 円※ 50,000 円※
40,000 円※

30,000 円 30,000 円 30,000 円 30,000 円
20,000 円※ 20,000 円※ 20,000 円※ 20,000 円※

短　　期　　大　　学
高等専門学校（４・５年生）
専 修 学  校（専 門 課 程）

45,000 円 51,000 円 53,000 円 60,000 円

30,000 円 40,000 円※ 40,000 円※ 50,000 円※
40,000 円※

30,000 円 30,000 円 30,000 円
20,000 円※ 20,000 円※ 20,000 円※ 20,000 円※

▶原則として毎月振り込まれます。

学校種別 国・公立 私　立 ※学校種別・
　通学形態に
　関わらない

通学
年次 自宅 自宅外 自宅 自宅外

１年〜３年 21,000 円 22,500 円 32,000 円 35,000 円 10,000 円

区　分 申請時期 初回振込日

１
予約採用

（入学前の申込）
中学３年生の10月〜12月中旬

（在学されている学校に確認してください。）
５月又は６月頃

２
在学採用

（入学後の申込）
入学後の春

（学校によって異なります。）
６月又は７月頃

▶原則として毎月振り込まれます。

進　　学　　先 貸 付 限 度 額       （月　　額）
国・公・私立 ／ 自宅・自宅外通学 共通

大    学  ・ 短 期 大 学
 高等専門学校（４・５年生）
 専修学校（専門課程）

20,000円～120,000円の10,000円単位の中から選択
（平成30年度予算及び改正法令の成立が前提）

▶原則として毎月振り込まれます。
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申
しん

請
せい

手
て

続
つづき

［予約採用］
　申請書に必要事項を記入し、必要書類（収入を証明するもの等）を添付の上、在学
　されている中学校に提出してください。
▶申請書は、中学校を通じて独立行政法人日本学生支援機構に請求してください。

［在学採用］
　インターネットを利用した申込み（スカラネット）となります｡ 必要書類（収入を証明
　するもの等）を学校に提出し､ 申込みに必要な識別番号をもらった後、申込み入力を
　してください。

連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

等
とう

「人的保証」又は「機関保証」のいずれかを選択してください。
　①人的保証を選択・・・連帯保証人と保証人各１名必要
　②機関保証を選択・・・保証料を支払うことで連帯保証人や保証人が不要
　　　　　　　　　　　 保証料は毎月の奨学金から差し引かれます。

返
へん

還
かん

期
き

間
かん

貸与が終了した翌月から数えて７ヶ月目から返還が始まります。
第一種奨学金は次の①、②から選択した方式で、第二種奨学金は①の方式での返還と
なります。
①定額返還方式：貸与総額によって返還期間が定まります。（最長 20 年）
②所得連動返還方式：前年の所得に連動して返還月額が定まり、返還期間は返還月額
によります。

問
と

い合
あわ

せ先
さき

【予約採用】在学されている中学校
【在学採用】在学されている高等専門学校

備
び

考
こう

▶日本学生支援機構ホームページ〈奨学金の制度（貸与型）〉 
　URL:http://www.jasso.go.jp/shogakukin/seido/index.html
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